
地域課題

実証事業の内容

今後の展開

事業実施区域

事業体制

事業実施主体
【共創プラットフォーム】
甲斐市版次世代型モビリティシステム構築プロジェクト
【実施主体】甲斐市地域公共交通会議
【共創パートナー】ラザウォーク甲斐双葉(商業)

サントリー(株) 登美の丘ワイナリー（観光）他

• AIオンデマンド交通が連携する地域交通ネットワーク
の再構築。

• 市内の集客拠点を活用した「甲斐版モビリティハブ」
の整備による乗継需要の創出。

• 乗継割引運賃やクーポン券等の経済的インセンティブ
による「交通需要誘発型事業モデル」の構築。

• 商業・観光事業者からの「輸送協力支援金」による新
しい地域交通事業モデルの構築。

• 国が進める脱炭素先行地域（第3次で本市選定済）と連
携し、EV車両３台、ハイブリッド車両２台の実装。

• 実証の結果を基に、地域公共交通計画を策定。
• 地域公共交通計画に基づく新たな公共交通モデル「甲

斐市版次世代型モビリティシステム」を始動。

• 自家用車依存率の高さ。
• 市民バス利用率の低迷と、運行経費の増加。

甲斐市版次世代型モビリティシステム構築プロジェクト（山梨県甲斐市）

買い物・観光×交通
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